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報 C の 3 科目設定であること，担当教員の指導方針が異なることなどから，むしろ格差が拡大
している可能性もある．また，大学入試の出題教科では無いことから，1 年次のみの実施にと
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の PC 利用イメージを作り上げていく． 
 
3.2 授業モデルの詳細 
 筆者らは，学習者各自の目標達成プロセスに PBL 型の思考方法を取り入れ，設定した目標
達成に必要となる知識と技術を，文献や資料による自律的学習による自己解決と，教育者や他
の学習者とのやり取りによって新たな技能を発見しながら理解を深めていくモデルとなってい








 教育者は，学習者が設定した学習目標について，専門教育および実務での PC 活用に結びつ 
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（1）知的作業 


















を表 1 に示す．実践は，情報基礎教育で，留意した点として，1 つの技術を深く学ぶよりも，







































































表 1 実践内容 
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 ［b］では，ワープロソフト（Microsoft Word），［c］では，表計算ソフト（Microsoft Excel），
［d］では，プレゼンテーションソフト（Microsoft PowerPoint）を利用した．また，情報検
索の手段としてブラウザソフト（Internet Explorer）を利用した．各コマの始めに，表 2 に示




評価項目を以下の 5 つの内容とした． 
① 提出された課題の趣旨に大きなズレはないか 
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 実践による学習効果について，学生の PC 利用に対する自信度の変化および授業に対する評
価をもとに分析する． 
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図 3 授業の難易度 
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図 4 授業への関心度 
実践前 実践後 実践前 実践後
**
2.82 3.24 1.69 2.03 5.636
†
2.19 3.57 1.55 1.37 2.506
n.s.
2.34 3.19 1.77 1.92 2.001
**
3.97 4.19 1.57 1.40 12.679
**
2.57 3.75 1.98 1.77 6.908
n.s.
2.22 3.54 1.81 1.77 1.078
†
2.16 3.28 1.50 1.63 2.062
**
2.25 2.97 1.83 2.06 6.399
**
3.76 4.13 1.97 1.24 6.673
**
2.97 3.24 2.21 2.03 9.096
**
3.06 3.76 2.15 1.73 6.197
**
4.19 4.46 1.61 1.07 23.502
**
3.09 3.58 2.66 2.19 10.494
**
2.27 2.94 1.32 1.72 6.180
n.s.




















表 3 PC 利用に対する自信度の変化 
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 次に，授業モデルで取り入れた「知的作業」，「自信度」の学習効果について分析する．表 3
















 本研究では，PC 利用に対する積極性を身につけさせる授業モデルの提案を行い，A 大学で
経営学を学ぶ学生に対して，授業モデルを導入した授業実践を行った．教育方針を 4.1 で示し
た 5 つの項目として，学生に自主的な PC 利用を促すような課題設定とした．学生自身に到達
目標を設定させるという「自由度」を高く設定した枠組みで授業を行った結果，学生に今後も
PC を使っていきたいという，次のステップに繋げようとする気持ちを持たせることができた．
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